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山岳渓流
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岩
陰
や
白
波
の
中
か
ら
飛
び
出
し
て
く
る

魚
を
一
瞬
で
補
足
し
、
反
応
さ
せ
て
釣
る
。

渓
流
ル
ア
ー
は
非
常
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、

瞬
発
力
を
求
め
ら
れ
る
釣
り
だ
。
だ
が
、
肝

心
の
沈
み
石
が
、
魚
が
見
え
て
い
な
け
れ

ば
、
ア
ン
グ
ラ
ー
の
瞬
発
力
は
意
味
を
な
さ

な
い
。水
面
下
の
世
界
を
的
確
に
把
握
す
る
。

実
際
に
魚
を
釣
る
う
え
で
も
安
全
を
確
保
す

る
と
い
う
面
で
も
、
偏
光
グ
ラ
ス
は
欠
か
せ

な
い
ア
イ
テ
ム
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

僕
ら
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
状
況
や
自
分
の

目
に
合
っ
た
偏
光
グ
ラ
ス
を
使
う
必
要
が
あ

る
は
ず
だ
。
こ
こ
で
は
世
界
的
偏
光
レ
ン
ズ

ブ
ラ
ン
ド
・
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
の
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ

ス
タ
ッ
フ
に
〝
渓
流
に
適
し
た
レ
ン
ズ
・
フ

レ
ー
ム
〞
の
話
を
聞
い
て
み
た
。
今
回
解
説

し
て
く
れ
た
、
イ
リ
エ
メ
ガ
ネ
代
表
の
入
江

さ
ん
は
こ
う
言
う
。

「
釣
り
を
す
る
川
の
規
模
や
日
陰
の
状
況
、

ま
た
天
候
、
そ
し
て
人
の
年
齢
に
よ
っ
て

も
〝
見
え
る
カ
ラ
ー
〞
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

私
は
基
本
的
に
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
見
え
る
も

の
と
、
明
る
く
見
え
る
も
の
を
す
す
め
て
い

ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て
光
の
感
じ
方
が
違
う

と
い
う
こ
と
を
常
に
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、

実
際
に
専
門
店
で
〝
目
で
見
て
選
ぶ
〞
必
要

性
が
あ
る
ん
で
す
」

　

偏
光
レ
ン
ズ
に
は
色
が
つ
い
て
い
る
が
、

単
純
に
暗
褐
色
で
あ
れ
ば
光
を
通
さ
な
い
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
太
陽
光
を

防
ぐ
だ
け
の
一
般
的
な
サ
ン
グ
ラ
ス
と
異
な

り
、
偏
光
グ
ラ
ス
は
そ
の
〝
偏
光
度
合
い
〞

が
重
要
に
な
る
。
上
と
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
レ
ン
ズ
の
遮
光
の
仕
組
み
と
カ

ラ
ー
別
の
見
え
方
の
一
例
を
紹
介
し
て
み

た
。
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

川
や
目
の
個
性
に
合
わ
せ
て

レ
ン
ズ
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る

見える
偏光グラスを考える

Natural Seeing Bright Seeing Contrast Seeing

写真は渓流でTALEXレンズを使用し
た場合と、しなかった場合の比較例。
水は太陽光を強く反射するため、“照り
返し”現象が発生する。偏光レンズなし
に渓流を歩くと、ポイントが見通しに
くい、底石の位置を把握しにくいとい
う釣りの面での問題だけでなく、正確
な水深が分かりにくいために安全面で
の問題も起きやすい。偏光グラスが必
須と言われるのはそのためだ。

釣りに限らず、日常的に目には２種類の“眩しさ”が入り込んでいる。太陽光か
ら直接的に目に入る自然光と、水面・路面などの照り返しで発生する反射光だ。
まず自然光は単純にサングラスの色の濃度を上げることで遮断できるのだが、
反射光はそれでは遮断しにくい。一般的なサングラスを渓流で使う人がいない
のはこのため。TALEXレンズは、この反射光を遮断するために薄さ0.03mmの
偏光フィルターを採用し、光学性能に優れた２枚のレンズで挟むことで「眩し
くない、よく見える、疲れない」といった視界を実現している。

流れの規模と同時に、釣りの時間帯や天候も考慮したいところ。雨の中、好んで釣
りをする人は少ないが、実際、渓流ではドピーカンの晴れよりも、やや曇りのコン
ディションの方が釣りやすい。また朝夕マヅメの暗い時間帯はトラウトフィッシ
ングには欠かせない。レンズカラーはこういった要素にもかかわってくる。

ひと言で「川」と言っても、その規模は様々だ。市街地を流れる本流域では遮蔽物
が少なく、陽射しは非常に強い。中流域～谷の中を流れる山岳渓流域へと向かう
につれ、遮蔽物が多くなるために陽射しが弱くなる傾向がある。まず釣り用のレ
ンズを選ぶには「自分が釣りをするフィールド」をよく考えるとよい。

偏光レンズで
見え方はここまで変わる

［二種類の眩しさをカットする］ ［反射光をカットするフィルター］

レンズ

紫外線

反射光

偏光フィルター

レンズ

眩しくないのによく見える仕組み

変化する天候流れの規模と太陽光

イリエメガネ東店

渓流と偏光グラス

水面のギラつきを抑え、障害物の有無、水深を測る。
渓流をクリアに見通すために、偏光グラスは欠かすことのできないアイテムだ。

では、視認性が高く、疲れにくい眼鏡とはどういったものだろう？
世界的偏光レンズブランド「TALEX」のプロショップに渓流用レンズの話を聞いた。

Support by TALEX http://www.talex.co.jp/
Text & Photographs by Lure Magazine River

雨本流 薄曇り晴れ

LENS
ON

LENS
OFF

フィールドを制する

本当の視界とは？

一般渓流
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「
運
転
中
や
遮
蔽
物
の
少
な
い
渓
流
域
で

は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
見
え
る
ト
ゥ
ル
ー

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
と
て
も
見
や
す
い
カ

ラ
ー
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
同
時

に
、
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
使
用
す
る

ラ
イ
ン
や
モ
ノ
が
非
常
に
繊
細
で
す
。
と
く

に
暗
い
シ
ー
ン
で
は
明
る
く
見
え
る
イ
ー
ズ

グ
リ
ー
ン
が
効
果
的
で
し
ょ
う
。
私
も
実
際

に
釣
り
を
し
ま
す
の
で
、
現
場
で
の
使
用
感

を
踏
ま
え
て
、
初
め
の
１
本
は
ト
ゥ
ル
ー

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
次
の
段
階
と
し
て
イ
ー

ズ
グ
リ
ー
ン
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
な
カ
ラ
ー
に
加
え
て
、
細
か
な

タ
イ
プ
選
び
も
重
要
に
な
る
と
入
江
さ
ん
は

言
う
。
裸
眼
の
人
は
、
も
ち
ろ
ん
度
な
し
の

レ
ン
ズ
＆
フ
レ
ー
ム
で
Ｏ
Ｋ
。
だ
が
、
視
力

の
度
数
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
目
が
悪
い
人
の
中

で
も
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
、
ス
タ
イ
ル

も
ま
た
別
々
だ
。

　

普
段
、
日
常
的
に
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を

使
用
し
て
い
る
人
は
、
釣
り
の
際
に
度
付
き

の
偏
光
グ
ラ
ス
を
着
用
す
る
と
〝
眼
鏡
の
度

数
の
強
さ
〞
を
感
じ
る
場
合
が
多
い
。
そ
ん

な
人
は
コ
ン
タ
ク
ト
＋
度
な
し
の
レ
ン
ズ
を

選
ぶ
の
が
よ
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
眼
鏡
の
人

で
も
普
段
使
い
の
眼
鏡
と
偏
光
グ
ラ
ス
で
は

見
え
方
が
違
う
た
め
、
度
付
き
レ
ン
ズ
＋
フ

レ
ー
ム
を
選
ぶ
際
に
も
、
視
力
検
査
や
フ

レ
ー
ム
と
の
相
性
選
び
が
欠
か
せ
な
い
。

　

偏
光
グ
ラ
ス
は
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

使
う
人
に
合
わ
せ
て
非
常
に
細
や
か
に
進
化

し
て
き
た
。
そ
れ
は
渓
流
ル
ア
ー
と
同
様
と

も
言
え
る
。偏
光
グ
ラ
ス
は
ひ
と
つ
の〝
タ
ッ

ク
ル
〞
だ
。
自
分
の
釣
り
に
最
適
な
、
そ
し

て
自
分
の
目
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
ッ
ク
ル
を
選

ん
で
み
て
ほ
し
い
。

視
力
と
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

度
付
き
・
度
な
し
を
選
ぶ

フィールドを制する本当の視界とは？

見える偏光グラスを考える

まず初めの１本として、入江さんがお
すすめするのがこのカラー。「トゥルー
ビュー」にブラウンを配色することで、
若干明るく感じられ、また輪郭強調性
能を付加されたカラーだ。薄曇り～晴
天時での使用に強く、マルチに使うこ
とができる。強い日差しによる水面の
輝きと陰が交錯するような状況でも安
定した視界を提供してくれるカラー。
実際のシーンでは里川、ボサ川など市
街地型河川、また比較的川幅が広い一
般的な渓流で使いやすい。また、この
トゥルービュースポーツは釣行だけで
なく、運転時のストレスを軽減してく
れる優れたカラーレンズだ。

渓流は天候が変化しやすい環境だ。曇
天や雨天など暗いコンディション下で
視界を明るくしてくれるのが、このグ
リーン系カラーである。谷が深く、昼
間でも太陽光が入りにくい山岳渓流の
ような場所でも、暗さを感じにくいレ
ンズは必携と言えるだろう。また、こ
れは魚たちの活性が高い朝夕のマヅメ
時にも効果的なカラー。解説してくれ
た入江さんは渓流ではイーズグリーン
をメインに使用しているが、それには
理由があった。「目の見え方・明るさ
の感じ方は年齢と共に変化します。年
齢が50歳を超えると若い人に比べて、
暗さに弱くなる傾向があるんです」。

基本的に、渓流釣りにはトゥルー
ビュースポーツとイーズグリーンの２
色をベーシックとしておすすめする
入江さんだが、時に違うカラーをすす
めることも。これはコントラストを強
調するカラーのアクションコパー。可
視光線ゾーンの波長曲線の急激な変化
を抑えることにより、シャープに見え
るのに疲れにくく、かつ目に優しいカ
ラーだ。「檜原湖などでバスを狙うお
客さんもいらっしゃいますが、そこで
はアクションコパーが効くという方も
います」。渓流に比べ、水中の見通しが
悪くなりがちな本流や湖では、ハイコ
ントラストカラーも有効だろう。

目の見え方・光の感じ方はひと
り一人異なる、と入江さん。おす
すめのカラーを解説する中で、
さらに明るさ・暗さを求める人
に対応してレンズを選ぶ。さらに、
偏光グラスはフレームとの相性も重
要になるようだ。「耳への接触・汗
での滑り・顔に対しての大きさも
しっかりチェックしたうえで、作る
ことが重要です。せっかくストレス
のないレンズ選びをしているので、
フレームがそれを壊してしまうこと
がないように配慮しています」。

一般的な眼鏡は無色レンズを使用し
ているので、フレームが小さく、レ
ンズ以外の部分がぼやけていても
さほど気になるものではない。しか
し、これが偏光グラスになると話は
別。光は上・横方向から視野に侵入
しやすいため、小さなフレームでは
ストレスを感じやすくなってしまう
のだ。また、魚の反応は常に視野の
中心で起きるわけではなく、横目で
それを捉える場合もある。偏光グラ
スは大きめのフレームが好ましい。

視力の悪い人は、まず現状で使ってい
る眼鏡のレンズ・フレームを専門店に
持ち込んでチェックするのがベスト
であるようだ。目との距離、掛け方に
よっては、眼鏡の度数と偏光グラスの
度数で若干の微修正が必要になる場合
もある。度付きレンズ＆フレームを作
る場合、10日間～２週間ほどの余裕を
見てほしい、と入江さん。「眼鏡は“ひ
ずみ”をなくすように作りますので、機
械削りと、最終的には手削りという行
程を入れて製作していきます」。

TALEXレンズには度付き・度なしで
様々なタイプのものがある。度なし
のものでは、３種のレンズ素材とカー
ブがある。また度付きではコストパ
フォーマンスに優れたスタンダードタ
イプ。視界のゆがみを抑え、度数が強
い場合でも薄く仕上げられる薄型非球
面タイプ、さらに優れたデザイン性に
加え、横方向からの光をシャットアウ
トするハイカーブタイプなど選択の幅
が広いのも嬉しいところだ。また遠近
両用のものも多数ラインアップがある
ので、自分の視力・スタイルに合わせ
たものを選ぶことができる。

レンズカラーによって異なる役割

自分に合ったフレームとタイプを選ぶ

遮蔽物が比較的少ない、明るく開けた渓流域
では、ナチュラルなカラーが使いやすい。

谷が深く、極端に遮蔽物の多いエリアでは明
るく見えるレンズカラーが効果を発揮する。

マッディで水中の様子が分かりにくい本流・湖
ではコントラストを強調するカラーも有効だ。

基本的に偏光グラスのカラーは外で実際に掛け、選ぶの
がベストだが、荒天時などは屋内でも専用のボックスで
見え方をチェックできる。安心のシステムだ。

一眼タイプ、跳ね上げタイプのものなど、偏光グラスは種類も様々。自分の視力やスタイ
ルに合わせて、適したタイプを選びたい。

偏光グラスは純粋なファッショングラス、というわけではない。照り返しによる
反射光を的確に遮断するにはフレームの大きさが重要になるようだ。

自然のままの色で見る

［ 大きめのフレームが適 ］［ 実際の眼鏡をチェックして作る ］

■視力・スタイルによってタイプを分けられる

明るく鮮明に見る

シャープにクリアに見る

見え方はひとり一人違う

屋内でも偏光度合いをチェック

上・左右からの光を意識する細かな調整のもとに作る

様々なバリエーション

だ
か
ら
こ
そ

専
門
店
で

「
目
で
見
る
」必
要
が

あ
る
ん
で
す

Natural Seeing

Bright Seeing

Contrast Seeing
度なし

薄型非球面タイプ

スタンダードタイプ

ハイカーブタイプ

トゥルービュースポーツ

イーズグリーン

アクションコパー


